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北九州市SDGs未来都市

「真の豊かさ」にあふれ、世界に貢献し、信頼される
「グリーン成長都市」へ

2018年10月作成
北九州市印刷物登録番号第 1806021B

SDGs FutureCity KITAKYUSHU

SDGs（持続可能な開発目標）とは 日本とSDGs ～日本政府の取り組みについて～

参  考

国連広報センター 2030アジェンダ
http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_ 
development/sustainable_development/2030agenda/

ユニセフ 持続可能な開発目標
（SDGs）
https://www.unicef.or.jp/sdgs/

21

日本政府の取り組み

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム

～SDGsで日本を元気に, 世界を元気に
その主役はあなたです!～

貧困をなくそう 飢餓をゼロに 健康と福祉を 質の高い教育を ジェンダー平等 水とトイレを

エネルギーをクリーンに 働きがい・経済成長 産業・技術革新 不平等をなくす まちづくり 作る・使う責任

気候変動対策 海洋保全 環境保全 平和と公正 パートナーシップ TOPICSTOPICS
日本政府（内閣府）は、我が国におけるSDGsの国内実施の促進及びそれに資する「環境未来都市」
構想を推進し、より一層の地方創生につなげることを目的に、地方公共団体・民間企業・NGO・NPO・
大学・研究機関等、広範なステークホルダーとのパートナーシップを深める官民連携の場として、「地
方創生SDGs官民連携プラットフォーム」を設立しました。（参加団体：436団体 2018年8月31日時点）

【役員】会　長 ： 北橋 健治（北九州市長） 
　副会長 ： 三宅 占二（（一社）日本経済団体連合会 企業行動・CSR委員長）

          幹　事 ： 村上 周三（（一財）建築環境・省エネルギー機構 理事長） 
  幹　事 ： 蟹江 憲史（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授）

※以下 敬称略

◎

2016年5月に総理大臣を本部長とする｢SDGs推進本部｣が設立
され、日本政府の取り組みがスタート。同年12月には「SDGs実施
指針」が公表されました。

日本政府の具体的な取り組みとして、2017年12月に、「第1回ジャ
パンSDGsアワード」の開催及び「SDGsアクションプラン2018」
を公表し、官民によるSDGsの主要な取り組みを発信しました。
2018年6月には、SDGsの達成に向けた優れた取り組みを提案
する自治体（29団体）を「SDGs未来都市」として選定しました。

今後、日本政府は、2020年の東京オリンピック・パラリンピックなど
において、日本のSDGsモデルを世界に発信していく予定です。

◎

◎

◎

■ SDGsに関する国の動向 

■ プラットフォームの役割 

SDGs推進本部 設置

「SDGs実施指針」策定

「SDGs実施指針」改定

2016年
5月

2017年
12月

2018年
6月

2019年
冬

12月

日本のSDGsモデルを世界に発信！

（本部長 ： 安倍総理大臣）

「SDGsアクションプラン2018」公表
第1回「ジャパンSDGsアワード」開催

自治体におけるSDGsの達成に向けた取り組みは、地方創生の実現に資するものであり、本プラットフォームは、SDGsを
共通言語として、課題解決に取り組む官民の連携創出を支援することを目的として設立する。

SDGsの達成と
持続可能なまちづくり
（経済・社会・環境）による

地方創生の実現

官民連携による
先駆的取組（プロジェクト）

の創出

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム

SDGs未来都市 選定
（29自治体、うちモデル事業10自治体）

○ G20サミット（日本開催）
○ 東京オリンピック・パラリンピック大会
○ 万博誘致（2025年）

・ 研究会での情報交換
・ 課題解決コミュニティの形成

・ 会員提案による分科会設置
・ 議論の深化とプロジェクト化

・ 国際フォーラムの開催
・ ホームページ等での情報発信
・ 後援名義使用承認等

①マッチング支援 ②分科会開催 ③普及促進活動

パートナーシップ促進

イノベーション加速

共通言語

◎ 2015年9月の国連のサミットで、すべての加盟国（193カ国）が採択した世界の開発目標です。
◎ 発展途上国のみならず、先進国も取り組むこととしています。
◎ 2030年までの目標であり、17のゴール、169のターゲットに取り組んでいきます。
◎ 日本全体で取り組む達成すべき課題とその目標であり、北九州市も自治体として、市民や
企業、団体などと連携し、市一丸となって、SDGsの達成に向けて取り組んでいきます。

自治体 民間団体等

138
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SDGs FutureCity KITAKYUSHU

北九州市とSDGs（2） ～公害克服の経験を生かし、SDGs先進都市へ～北九州市とSDGs（1） ～北九州市の取り組みに対する国内外からの評価～

43

第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞
（2017年12月26日）

2017年12月に、北九州市を含め、12団体が、第1回「ジャパンSDGs
アワード」を受賞し、首相官邸で表彰を受けました。（自治体では北海
道下川町と本市のみ）
事務局である外務省より本市の「環境・国際貢献をはじめとする取り
組みはトップレベルの功績であり、他の自治体の手本になる」という
講評をいただいています。

◎

◎

OECDより「SDGs推進に向けた世界のモデル都市」に選定される
（2018年4月18日）

2018年4月に、OECDより「SDGs推進に向けた世界のモデル都市」
にアジア地域で初めて選定されました。
2011年にOECDより「グリーン成長都市」に選定されましたが、今回
SDGsの分野でも選定されたことは大変光栄であり、今後「世界の
SDGsモデル都市」として、国内外に本市の取り組みを発信していき
ます。

◎

◎

国より「SDGs未来都市」及び「自治体SDGsモデル事業」に選定される
（2018年6月15日）

2018年6月に、国より「SDGs未来都市」（全国29自治体）に選定され、
首相官邸にて、選定証が授与されました。
国が費用の一部を補助する「自治体SDGsモデル事業（全国10事業）」
にも本市の提案事業が選定されました。
これを励みに、SDGsの達成に向けた取り組みを推進し、市民生活の質
の向上や市内企業のビジネスチャンスの拡大を目指していきます。

◎

◎

◎

国連ハイレベル政治フォーラムでの発表
（2018年7月16日・17日）

2018年7月に、国連本部にて毎年度開催する、2030アジェンダ及び
SDGsに関する国際的なフォローアップを行う会合である「ハイレベ
ル政治フォーラム」が開催され、北九州市長が参加しました。
「地方・地域政府フォーラム」では、市長が、アジア地域で唯一発表し、
本市及び日本の取り組みを世界に発信しました。また、国連公式イ
ベント「持続可能な都市の実現に向けたアジア太平洋地域のイニ
シアティブ」でも市長が日本の自治体を代表し、発表しました。

◎

◎

（1）【過去】公害克服と国際協力
工業都市である北九州市では、かつて、日本の経済成長に貢献する一方で、大気汚染や水質汚濁等、深刻な公
害が発生しました。
まず最初に「婦人会」が「青空がほしい」というスローガンのもと立ち上がり、その後、企業・大学・行政等一丸と
なって、さまざまな対策を講じた結果、公害を克服しました。
この経験は、「市民力」という本市のかけがえのない財産となり、後の環境国際協力に繋がっています。また
「国連グローバル500」や「国連地方自治体表彰」を受賞し、国内外から高く評価をされました。

◎

◎

◎

（3）【未来】SDGs先進都市づくり
本市の強みである「市民力」や「ものづくりの技術力」などを生かして、「環境モデル都市」や「環境未来都市」と
して国内外での評価が高い、「環境」や「国際貢献」などの取り組みをさらに推進し、「SDGs先進都市」を
目指していきます。

◎

（2）【現在】環境未来都市の推進
公害克服から次のステージを目指し、「北九州エコタウン」（1997年）、「家庭ごみ有料指定袋制」（1998年）など、
市民の理解と協力のもと、「循環型社会づくり」を推進しました。
また、「低炭素社会づくり」では、「環境モデル都市」に選定（2008年）され、アジアをはじめ、地球規模で貢献すべく
挑戦を開始しました。
その後、「環境未来都市」に選定（2011年）され、「環境面」に加え、「社会面」や「経済面」において、わが国の将来
の課題に取り組んでいます。この「環境未来都市」等の取り組みが評価され、OECDの「グリーン成長都市」に
アジアで初めて選定（2011年）され、「G7エネルギー大臣会合」（2016年）の開催に繋がりました。

◎

◎

◎

市民が中心になり課題を解決し、時代を切り拓いた都市・北九州

過　去 現　在 未　来公害克服と国際協力 環境未来都市の推進 SDGs先進都市づくり

市民の力で、公害を克服し、
経験（ノウハウ）で世界に貢献

市民とともに、「循環型社会」や「低炭素社会」を
目指した都市づくり

市民主役で、これまでの取り組みを
「SDGs」の達成につなげる

環境未来都市の取り組みを深める

○ OECDが「グリーンシティ」に選定
 （パリ・シカゴ・ストックホルム・北九州）

○ G7エネルギー大臣会合の開催

○ 都市ブランドの向上
○ 「北九州モデル」の世界発信

○ 国連「グローバル500」受賞
○  ｢国連地方自治体表彰」受賞

☆「市民」には、団体（NPO・自治会等）・企業・大学なども含む

市民力（市民の力） ・ チャレンジスピリット市民力（市民の力） ・ チャレンジスピリット

市民の力の再構築（ESD、自治会など）

次世代（低炭素）エネルギーの拠点化

環境国際協力から環境国際ビジネスへ

市民（婦人会）による「青空がほしい」運動

「産･官･学･民」が連携して公害を克服

公害克服のノウハウを活かした
国際協力（ボランティア等）

『循環型社会づくり』に挑戦 「北九州エコタウン」【1997年】

『低炭素社会づくり』に挑戦 「環境モデル都市」【2008年】

「環境・社会・経済」の課題に挑戦
「環境未来都市」【2011年】

280団体以上が応募
12団体受賞
（自治体は北九州市と北海道下川町のみ）

10～12都市選定（ドイツ・ボンなど）
アジア地域で初めて選定

首相官邸での表彰式（写真提供 ： 内閣広報室）

共同記者会見

29都市選定
（うちモデル事業選定は10都市のみ）

市長会見

地方・地域政府フォーラム
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SDGs達成につながる取り組み事例（2）SDGs達成につながる取り組み事例（1）
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市民活動の推進〈市民力の再構築〉

市内のある私立幼稚園では、園児が持ち寄った使用済みペットボトルで、イカダを
製作し、親子で楽しむイベントを開催しています。子ども達に、「リユース」や「自然
の大切さ」を伝えています。

地域課題は、「防犯・防災・高齢化・子育て・健康づくり」など多様化・増大する一方で、
少子高齢化が進み、地域活動の担い手が不足しています。
地域（自治会）やNPOなど多様な主体が横断的に連携し、課題を見える化し、課題
解決を行うモデル事業（ワークショップなど）を実施しました。

◎

◎

「国内外に貢献する上下水道」の推進
「プノンペンの奇跡」と称された実績をはじめ、国際技術協力の取り組みによって、海外事業経験、ノウハウ、
諸外国政府と人的ネットワークを着実に積み重ねてきました。
環境国際協力を持続可能なものにするため、ボランティアベースだけでなく、Win-Winとなるビジネスベー
スへのステップアップに取り組んでいます。
「北九州市海外水ビジネス推進協議会」
全国に先駆けて官民連携による水ビジネス推進組織である「北九州市海外水ビジネス推進協議会」を発足し
ました（2010年）。

◎

◎

◎

「環境国際協力と環境国際ビジネスの推進」〈国際協力からビジネスへ〉

　開発途上国では持続可能な都市づくりが求められている一方で、必要とされる具体的な政策や技術は多種多様
です。本市ではこれまでの「顔の見えるお付き合い」を生かし、相手のニーズに応えて、オーダーメイド方式による
都市間協力を進めており、今後も「北九州市の総合力」を活用した海外展開を図ります。

ESD（持続可能な開発のための教育）や
女性活躍推進の取り組み

◎ ESDの取り組み

◎ 女性活躍の推進 ・ 「イクボス」の趣旨に賛同する企業・団体トップによる「北九州イクボス同盟」を設立しました。
・ 市の83の付属機関等の女性委員の参画率が、53.2%（2017年7月現在）となり、指定都市として
初めて50%を超えました。

プノンペン都との姉妹都市協定締結式

大学生の運営による市民交流会「ツキイチの集い」市民主体のESDシンポジウム

専門家による複眼的な視点を
踏まえたワークショップ

【ESDの取り組み】 ・ 地域を越えて、全市的・横断的に取り組む「ESDの推進」
  ・ 「北九州まなびとESDステーション」を活かした市民・NPO・大学の協働

【女性活躍の推進】 ・ 北九州市の付属機関及び市政運営上の会合（2017.7現在） 女性委員参画率 50%超 ※指定都市で初!

・ 2010年8月に官民連携組織である「北九州市海外水ビジネス推進協議会」を
設立（会員数 148社/2018年9月時点）

・ 国際技術協力で培った信頼関係のもと、官民の技術やノウハウを結集した
海外水ビジネスを展開（受注件数は50件を超えている）

・ 2018年8月にハイフォン市（ベトナム）の浄水場改善事業を本協議会会員企業
  のみで構成するJV（共同企業体）で受注（受注金額 : 約20億円）

【環境国際協力】

【環境国際ビジネス（水ビジネスを含む）】

カンボジア工業手工芸省と覚書締結

カンボジアでの技術協力の様子 ベトナムに完成したU-BCF

・ 市民・NPO、学校、企業、行政等からなる
  「北九州ESD協議会」を中心に、ESD活動
を推進しています。

【幼稚園による親子の活動】

【地域（自治会等）の活動】

地域ボランティアや大学生が協力し、食事を提供するだけでなく、宿題を教えたり、
遊び相手をすることで、子ども達の「居場所づくり」にも貢献しています。

【子 ど も 食 堂 の 活 動】

市内のある企業では、企業理念に「健康な体ときれいな水を守る」を掲げ、無添加
石けんを製造しています。また、工場見学を通して、子ども達の環境意識の向上にも
取り組んでいます。

【企 業 の 活 動】

農業を通じて、市内の大学生と地域の方々が交流し、地域活性化のプロジェクトが
進んでいます。耕作放棄地で芋焼酎用のサツマイモを栽培し、市内酒造メー
カーに供給するなど、持続可能なまちづくりに取り組んでいます。

【地 域 と 大 学 の 活 動】

◎

◎

◎

◎

・ NPO等と連携し、街なかのごみ拾いや市民交流会等を開催。これらの活動は、「人材育成」だけでなく、
  「まちづくり」や「シビックプライドの醸成」にも繋がっています。

・ アジアの環境人材育成のための研修員の受入数約9,000人（2018年3月末時点）
・ 都市間連携の枠組みを生かし、インドネシア・フィリピン他5ヵ国で国際協力を推進
・ アジア75都市で177件のプロジェクトを展開（2018年6月末時点）

「市民」として、SDGsの達成に向けて、まず最初に取り組んでいただきたいのは、
「SDGsの取り組みを応援すること」です。
新たなことを特別に行うのではなく、以下のような「ちょっとした気付き、行動」が
大切です。
　（1）自らの生活を見つめ直す　
　（2）SDGsの取り組みの応援団となる
〈具体例〉
○ 健康増進のために、徒歩（ウォーキング）で通勤する
○ SDGsに取り組む企業の商品を積極的に購入する

また、SDGsに関心を持った方は、ぜひ市民活動団体などで、SDGsに関する活動に
参画していただければと思います。

SDGs FutureCity KITAKYUSHU

私たちの日常とSDGs ～市民・企業・団体が一丸となり、SDGs達成へ～

SDGsの先進都市を目指して
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「市民」として、私たちができること

◎

◎

◎

SDGsの17のゴールの多くは、本市のこれまでの取り組みと関連しています。
本市の強みである「市民力」等を活かして、SDGs達成に取り組んでいきます。
また、SDGsに取り組むことで「シビックプライド」を醸成し、市民のまちへの愛着を高めていきたいと考えて
います。
このようにSDGs達成に向けた取り組みを推進し、市民生活の質（QOL）及び都市ブランド力の向上を図る
ことで、世界に成功モデルを発信し、世界全体のSDGs達成に貢献することを目指します。

◎
◎
◎

◎

「市民活動団体（NPOや自治会等）」として、
私たちができること

「市民活動団体」として、取り組んでいただきたいのは、SDGsを活用して「団体の
取り組みをアピール」するということです。
新たなことを特別に行うのではなく、以下のような取り組みが大切です。
　（1）今行っている活動がSDGsにつながるか考える
　（2）そして、その活動が、17ゴールのうち、どのゴールに関連するか検討し、ホーム
　　　ページ等でゴールのアイコンを掲載し、PRする
このように、PRしていただくことで、以下の効果が考えられます。

◎

◎

◎

「企業（事業者）」として、私たちができること

「企業」の皆様には、是非、自社の企業活動全般をSDGsの視点で見直し、SDGsに資する
取り組みを大いにPRして下さい。
このようにPRすると、以下の効果が考えられます。

◎

◎

SDGsの取り組みを評価するのは「市場」です。取り組みを進めることで「販路拡大や
顧客確保による、企業活動の拡大」などのメリットが大いに期待できます。

◎

「オール北九州」で
   SDGsに取り組む！

世界に「北九州市」を発信・貢献市民生活の質（QOL）の向上 都市ブランド力の向上

北九州市環境基本計画（改定） 市長会見（ジャパンSDGsアワード受賞） 

「SDGs」に取り組むことで

SDGsに取り組み
   ｢都市のステータス｣を
       さらに向上させる～

企業として、SDGsの取り組みをPRすると・・・

特別なことをする必要はありません！

新たに活動するのではなく、ちょっとしたひと工夫で！

 （例）植樹や清掃活動など

響灘地区において、広大な埋立地を活用し、風力発電やメガソーラー、バイオマス発電など「多様な再生可能
エネルギー」の総合供給拠点として事業を推進しています（2013年～）。
市政50周年記念として、市民が出資する「市民太陽光発電所」を設置しました（2013年）。
地域エネルギー会社を設立（2015年）し、市内へ低炭素で安定した電力供給サービスを開始しました。
今後も、風力発電関連企業の誘致など、さらなる事業の推進を図っていきます。

◎

◎
◎
◎

「次世代エネルギーの拠点化」〈次世代エネルギーのビジネス化〉

・ 地域エネルギー会社「（株）北九州パワー」の設立（2015.12）
・ バイオマス発電所の設置 ・ 運営事業者（優先交渉者）決定（2016.8）
・ 「北九州響灘洋上ウインドファーム」（仮称）の事業者と北九州市が基本協定締結（2018.1）
  （計画 : 最大44基程度、総事業費約1,750億円）

SDGs達成につながる取り組み事例（3）

● 企業ブランドの向上により、売上げの増加につながる
● 生産や調達方法を見直すことで、経営課題の抽出が期待できる
● 国内外の投資家の評価が高まる（ESG投資等）
※ESG投資 ： 企業の「環境・社会・ガバナンス」に関する活動を考慮した投資

● 他団体とのコラボレーションの可能性が生まれる
● 新たに団体の活動に参画してくれる人を獲得できるチャンスが拡大する

140




